			2026第1,2,3 RUTC永遠答えの神の国のやぐら(6)　 (社)世界福音化伝道協会　www.weea.kr

	2026年2月7日　週間祈りカード

	△産業宣教/金土日時代のやぐら52
エッサイが建てたやぐら(詩 78:70-72)
	△RTとTCK伝道学/三つの庭のモデル52
幼いダビデのやぐら(詩 78:70-72)
	△核心
ダビデの絶対やぐら(詩 78:70-72)

	□序論_現場
1.霊的世界を全く知らない
1)霊的なことにとても無知だ。なぜ苦しみが来るのか、精神病が急増するのか分からない。
2)霊的無能　霊的には一つも力がない。
3)解決しない深刻な霊的問題がどんどん出てくる。
2.暗闇のやぐらがどんどん作られる。自殺する人々に暗闇やぐらが先にできたのだ。
1)学校ではこの訓練はできない。
2)今強大国は暗闇やぐらを作っている。
3)この福音を伝えなければならないユダヤ人は、暗闇のやぐらの主役の役割をしている。７回のわざわいと２千年のさまよいの理由を知らない。
3.霊的な病気が続けて世界化となる。それゆえ宣教するのだ。幼いレムナントに確実な契約を植えて、幼い次世代に確実なミッションを与えなさい。すると、確実な使命を果たせるようになる。
□本論_エッサイが見た価値
1.詩78:70-72イスラエルの最高のことである羊飼いをエッサイがダビデに任せた。
1)牧場で信仰を育てた。
2)技能を磨いた。
3)牧場で王になる水準の未来を準備した。
2.Iサム16:1-13
1)大祭司の訪問はとても重要でものすごいメッセージだ。
2)ダビデにとても重要なミッションを与えた。
3)ダビデに油を注ぐ、驚くべきことが起こった。王になることを話した。
3.Iサム17:18-23
1)イスラエルが今、危機に置かれた。40日間、ゴリヤテが攻撃した。
2)お使いはイスラエルの教育の中の一つだ。エッサイが自らの最も貴重な財産をダビデに任せた。大祭司が訪ねてくるほど祈りの人だ。サムエルがダビデに油を注いで大きく二つのミッションを与えた。国を強固にさせて、神殿作る準備をしなさいということだった。これに対し、ダビデは一千のやぐらを建てて、神殿を準備した。
3)ダビデは戦場で重要な使命を悟った。
□結論
1.私たちが次世代に揺れない絶対契約を植えなければならない。
2.さらに重要なのは、どんな状況でも大丈夫で、計算しないということだ。
3.さらに重要なのは、すべてのことが神様の祝福だということだ。私たちは計算でなく関係だ。さらに重要なのは世界福音化の神殿を準備することだ。
	□序論_まことの答え
1.契約
レムナントは、礼拝だけよくささげても成功する。すべての部分に契約だけ握ってもかまわない。
2.必ず神の国が臨むようになっている。これを待つことを祈りという。
3.すると、ある日絶対やぐらができる。これが先に作られたダビデが一人でいたとき、何したのか。
□本論_羊飼い
1.詩篇1/3がダビデのものだ。
1)ダビデが伝えられてきたみことばをたくさん知っていたということだ。
2)ダビデが書いた詩篇はとてもすばらしい詩が多い。
3)詩23:1-6とても苦しみを受けていたときに書いた詩だ。
2.そこでダビデは悪霊が離れるほど賛美した。
3.3集中祈り
1)詩5:3主よ朝明けに私の声を聞いてください。
2)詩23:1昼には、主は私の羊飼いと言った。

	3)詩17:3夜に主は私の心を調べると言った。
4.技能-300%
当時、石を投げて家畜を保護した。ダビデは300%準備した。
5.未来-王
詩78:70 「乳を飲ませる雌羊の番から彼を連れて来て御民ヤコブをご自分のゆずりの民イスラエルを牧するようにされた」王として神様が育てられたのだ。
△奇跡の中の奇跡が、レムナントが7・7・7祈り、呼吸祈りをするということだ。
□結論
1.レムナントが契約を握るのは絶対やぐらだ。
2.すると絶対旅程を進むことができる。(学校勉強)
3.すると絶対道しるべを残す(世界福音化)これから勉強は237-5000種族と合うべきだ。
△レムナントに大きな働きが起こることが確実であるために、大きな器を準備させなさい。神様が約束されたことはみな成就した。契約を握る瞬間、皆さんのやぐらは始まる。
	主日に教会に行って、会う人に先週の日曜日の説教を聞いて恵みを受けたこと、答えられたこと、伝道の働きが起こったことを話しなさい。牧師はロマ16章の人を起こして1千やぐらを建てると毎日考えて祈って話しなさい。ダビデは絶対やぐらができたので困難にすべて勝った。

□序論_絶対やぐら
1.サタンのやぐら(暗闇やぐら)が建ったので、自分がしたくなくても、そうなる。
2.神様のやぐらが建てば良い。
3.証拠
1)創37:1-11幼いときに絶対やぐらた建ったヨセフ-すべてが答え、進む道で答えを見つけた。
2)出2:1-10モーセが幼いとき、神様の絶対やぐらを植えたヨケベデ
3)Iサム3:1-19絶対やぐらが建った幼いサムエル

□本論_絶対旅程を進むようになる。
1.詩78:70-72ダビデ
1)羊飼いをしながら　2)詩、賛美、祈り、技能　3)未来がみな出てきた。
2.Iサム16:1-13
1)時刻表になると大祭司が訪ねてきて　2)ミッションを与えた。
3)力-その日以来、主の霊が激しく下った
△レムナントは今絶対やぐらを作れば、主のしもべが皆さんにものすごい答えを与えるようになる。皆さんがしているレムナント運動はレムナントに一生の答えを与えることだ。
3.Iサム16:23
1)宮廷で賛美する者として入り　2)賛美するとき悪霊が離れた。
3)神様の力が現れ始めた。
4.Iサム17:18-23
1)危機-ゴリヤテの侵略　2)戦う者がいなかった。
3)神様がエッサイを通してダビデにお使いをさせられた。
△すべて答えだ。レムナントは学校で学ぶことが未来になる。礼拝だけ成功すれば無条件に勝利する。レムナントが行く所に暗闇が追い出される。危機をチャンスにするようになる。
5.Iサム17:35-47レムナントは人の話にあまり耳を傾けるな。人を尊く思っても、人を超えなさい。
1)兄たちの憤り　2)千人隊長のことば　3)王のことば
4)ダビデの返事-エホヴァを侮辱する者から私を救い出されると信じます。
5)ゴリヤテとの対話-神様のみことばはのがして、人の話にだまされる。働きのゆえに神様の力をのがしてはならない。いのちは主の御手にあることを証しする。私はお前がなぶる主の御名でお前に立ち向かう。主がお前の首を私の手に渡された。
△いのちをかけてレムナントに神様の絶対やぐらを建ててあげなさい。金土日時代を確実にしなさい。

	
	△散らされた弟子たち/7∙7∙7のモデル52
ダビデの周囲の人々
	

	
	皆さんが必ず味わうべき答えだ。

1.講壇メッセージ(刻印)
主のしもべを通して講壇メッセージを確実なこととして握りなさい。私が必ず受けるべき恵みは何か。
2.危機(根)
危機がきたとき、避けるのではない。危機がきたときがチャンス、神様の契約を根をおろす時刻表だ。


	3.出会い(体質)
Iサム18:1-5はヨナタン、Iサム18:7-30にはサウルがダビデ殺そうと槍を投げる。レムナントは二種類の人を区分しなければならない。生かそうとする人と殺そうとする人。そのとき、落胆せずに、契約をよく握りなさい。結局、刻印、根、体質がひっくり返るのだ。
	

			2026第1,2,3 RUTC永遠答えの神の国のやぐら(6)　 (社)世界福音化伝道協会　www.weea.kr

	2026年2月8日　週間祈りカード

	△区域メッセージ第６週
主のいのちの息(創 2:7)
	△聖日１部
悔しい濡れ衣は世界を変える神様の始まりです(創40:23)
	△聖日２部/神殿建築献身礼拝
世界神殿を建築するヨセフ(創 41:38)

	皆さんの生活の中で7・7・7祈りの祝福と御座の祝福を味わっていなければならない。
朝には大きな力を回復しなければならない。(健康、祈り)宇宙を征服する時間。
昼にはいちばん祝福を見つける時間。出会いがあり、世界を征服する答えが起こる時間だ。
夜には300%を作るのだ。そうすれば、道が開かれる。道が開かれなければ、世界福音化と３経済が回復できない。この道は神様が開けてくださるからだ。大路を造り、あらゆる国の人々、すべての造られた者、地の果てまで行きなさいということは、すべて道を話している。
霊的無知　目に見えない霊的世界があって、多くの人が知らずにいる。
霊的無能　霊的な力だけがない。それゆえ、霊的問題がくる。
御座7・7・7　それゆえ、イエス様が御座の力を約束されて、その力を毎日生活で味わうのだ。そして、私たちに最も力になる「主のいのちの息」を吹き込まれた。
□序論
1.創1:27神のかたちとして人間を創造されて。
2.創1:28征服して治めろと言われた。
3.創2:7そのために神様がいのちの息を吹き込まれた。
□本論
1.約束-主のいのちの息に対する聖書の約束
1)エゼ37:1-10干からびた骨にみことばを、いのちの息を預言しなさい。
2)ゼカ4:6力でも能力でもできないが、主の霊によってできる。
3)ヨエ2:28終わりの日に男女の奴隷に水を注ぐように聖霊を注ぐ。
4)ヨハ20:22イエス様も息を吹きかけて聖霊を受けなさい。
5)使1:8エルサレムを離れずに待ちなさい。ただ聖霊に満たされれば力を受ける。
6)使2:1-47この約束が実現したのだ。神様の力を体験した後、見る目が変わった。
7)Iコリ12:13ユダヤ人やギリシア人や奴隷もすべて一つの聖霊でバプテスマを受けて一体になった。
2.御座の力
1)そのときから祈れば御座のやぐらができる。
2)御座の旅程を進むために続けて祈りなさい。
3)御座の道しるべを残すようになる。
3.どのように味わうのか
1)３集中　朝にレムナントは５分だけ祈ってもかまわない、しかし皆さんは完全に神様の力を回復しなさい。昼にはとても重要な神様の祝福が成り立つ。夜には作品を作る時間だ。
2)３セッティングが来始める。
3)３答えを持って行くのだ。

□結論_絶対契約
「今日、私が必ず握るべき絶対契約は何か」質問すれば６日間
1.私が先に生かされる黙想運動
2.癒やし運動、
3.サミット運動が起こる。
	多民族が握るメッセージは、ヨセフのように霊的サミットに行くことだ。ことがうまくいかない人は、一番低いところから300%を完成させるのだ。政治家は地域と国を生かすメッセージを持つことが優先だ。

□序論_ヨセフが持っていた力と奥義
1.霊的サミット-霊的な力という絶対やぐらを持っていたヨセフ
2.神様の契約とWIO(ウイズ・インマヌエル・ワンネス)で治める神様の力は絶対変わらないということを知っていたヨセフ
3.過程であることを知っていたヨセフ-成功も失敗でもない過程
4.世界福音化という働きが残っていることを知っていたヨセフ

神様は最も良いことを与えることを願っておられる。私には誤りがないのに濡れ衣を着せられたのは、神様の特別な計画がある。世界を変える神様の時刻表が入っている。

□本論_ヨセフの祈り-必ず答えられる祈り
1.すべてのことに絶対やぐらを建てなさい。
1)兄たちに追い出されたこと-神様が家を出るようにされたこと
2)奴隷-成功の始まり
3)監獄-出世の始まり
2.すべての道に絶対旅程を作りなさい。
1)奴隷として行く道-237、5千種族、TCKがいるエジプトへ行く道
2)ポティファルの家の奴隷-経済と生活を学ぶ道
3)監獄-政治を学びに行く道
3.すべての所に絶対道しるべを建てなさい。
1)主がヨセフとともに、ポティファルの家の総務になったヨセフ、祝福されたポティファルの家(創39:2-6)
2)監獄で総務になったヨセフ(創39:19-23)
3)王の夢を解釈したヨセフ、主の霊が宿る者、ヨセフが総理になって祝福されたエジプト(創41:1-45)
4)神様がいのちを救うために私を先に送られたと告白したヨセフ(創45:5)
5)良いことの計らいとされた神様、兄たちと次世代を最後まで責任を負うと言ったヨセフ(創50:18-21)
□結論_決断
1.太陽と月と星がお辞儀をした-皆さんの職業が世界福音化と合わなければならない。
2.ヨセフのように絶対やぐら、絶対旅程、絶対道しるべを作る。
3.最初から同じだったヨセフの最後の決断-世界福音化(創50:18-21)
	創37:1-11、創41:1-38ヨセフが幼い時に夢を見た話、ファラオの前でした話だ。全世界を生かす話をしたのだ。
「世界神殿を建築するヨセフ」-イスラエルが見ることができなかったのが「世界」だ。「世界」ということが刻印される瞬間から、暗闇は崩れ始める。神様がご覧になるとき、全世界は一つの町だ。サタンは世界化をはやくしている。(賛美チームは5千種族に対する賛美確認、多民族は教会の中に多民族システム24を作るべき、重職者は3時代に私の研究室、ミッション室があるべき、レムナントは2030-2080時代に生きるので世界化)
霊的世界神殿　先に味わわなければならない。
朝|宇宙を征服する時間(天と地のすべての権威を持ってあなたとともにいる。空中の権威を持つ支配者に勝つこと、Heavenly、Thronely、Eternaly)
昼|世界を征服する時間　　夜|未来を征服する時間
□序論
1.世界を見るCVDIP
2.旅程の中で成就-家(現れた契約)、ポティファルの家(ビジョン確認)、監獄(ドリーム成就)、ファラオとの出会い(イメージ成就)、総理(実際的なこと成就)
3.サタン-暗闇文化は世界神殿を知っている人の前に崩れる。
(霊的伝染病世界化)になることを止めるのはただ福音しかない。
□本論
1.私の中に神殿-やぐらの世界神殿を作りなさい-刻印
1)創37:1-11太陽、月、星がお辞儀をした。
2)官長　創40:23王の前に立てることが神様の目標
3)創41:38世界-王も目標ではない。世界化、福音化が成り立った。
△私は世界福音化するために今生きている。
2.現場に神殿-旅程の世界神殿を作りなさい-根
1)WIOS-神様が私とともにおられインマヌエルで働かれワンネスでともにおられる証拠が来る。
2)OURS-ただ、唯一性、再創造のシステムが作られる。
3)Always WITHS -いつも神様とともに、世界とともにいるウイズのシステム
3.実際の神殿-道しるべを作る世界神殿を作りなさい-体質
1)237神殿　2)5000神殿　3)TCK、CCK、NCKが来ることができる神殿
△多民族と接触して研究しなさい。困難な状況や必要を話さなくても分からなければならない。世界の暗闇を止める神殿が必要だ。
□結論_祈りで刻印
1.金土日-キリストの苦難と勝利、ユダヤ人の安息日、３団体の集中時間、全世界レジャータイム、ヨーロッパ・アメリカの学生たち麻薬をする日
2.三つの庭
3.黙想時代-霊的サミット、技能サミット、文化サミットを作る黙想時代





